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基礎地質学講座

層位学

譲爽淋春

一般の人々になじみの薄い地質学の諸分科のなかでも

とくにその点か顕著なのは層位学である､そればかり

でなく地質学を志して大学の閃をたたく受験生には

層位学という分科カミ地質学の液かはあるこあさえ知ら汰

い人添多いはずだし漢た大学の地質学教室の卒業生

に層位学の意瞭を聞いても適確に即答できる人は少

か叱判断せざるを得放い現状恋のである昔いわんや

忍の園絃おいて層位学上の各種の用語淋世界的に通

帰す篇学術用語あして使われていたい論文巷文公刊窓れ

ているのも止むを得恋いことであるう山これ淋戦後

の教育却学界の混乱⑳緕果の王つでなければ幸いである

が昭和38年度から3綿間国球公務員採用上級(甲種

無乙種)試験試験専門委員(地質)として最近大学

の地質学科を卒業した受験生誇落の答案に接する立揚に

あった著者ははこれを杷憂あ修て片づけられ狼いよう

は思免てならない.

高等学校か文科と理科にはっきりか分れていた施め

大学入学後はほとん釘専門学科に専心できた旧制大学

とは異なり卒業漢でに修得すぺき単位の多い新制大学

では層位学に必要な時間を翻当てるこ&か困難なのか.

も知れない.蛮た層位学の教科書熔邦文の適当汰も

のカミないことも授業時間の不昆を学生自身の努カによ

りて補う上での障害になっているかも知れない｡忍の

点で借しまれるのはわが国の代表的な層位学者1音生

物学者あして植界に如ら杓花矢部長克博士が岩波全書

に執筆を予定され液がら研究は専心されたあま1)昭

和似(1969)年予定を果たされない凄凄他界婁れて

しまったことである.'また昭和初年層位学･古生

物学ばかりで恋く同本列島の構造発蓬史忠も革命的在

業績を残され着くして借し漢れつつ微を去られ牟小派

儀明博士カミせめて人並みの寿命を保花れたなら世界

的名著として後世に残るような新味のある層位学書を

世に問われ恕ことであろう.さら熔現存の諸先生1

諾先輩のなかぽもこの方面の著作を期待されておられ

る方も少たくない｡しかじな潜かその出版の予告さ

え闘かれない剖

著宥は基礎研究を離れて応用研究に従事するよう

(総諭その五)

福国理

になってからすでに10数年を経過したばかりでなく

数年来研究というよりは外部の要識はる期限つき

の仕事に専心せざるを得ない立揚にあり層位学という

地質学の諸分科の扱かでも基礎的な分野の解説春とし

て適任でないことは著者自身沸もり&恋よく如りてい

る.しかし観在の薯者の調査1研究分野である石油

1天然がス地質に関する諾外国の論文終層位学的紀も

優れたものカミ少なくたいのを屍るにつげても勅躯国の

現状を忍のま蜜放置レでよいをは恩免ない白著者秘本

稿の繁をとっ花のは専門の研究者による薯奮が出版さ

れる蜜での間ぽ合わせをし次ければならないという気

持からであり1目も早く適当な著者はよる斯学の教

科書あるいは参考書淋出版されることを切望すると同

時に内容の不備な点についてほ忌偉なくご叱正下さ

るよう心からお願いする次第である.

亙緒輸

毛害属位学⑳驚義と領域

濯,奄鰯位学念は

手近かなところでK杜の地学関係の辞典の層位学の

項を開いてみよう硅

鰯紘挙(≡麺)strat三gra夢hy(苔虫)Stratigraphi6茗

For㎜ationskunde(仏)墨細1o細§tratig獺加qu壌地

球を構成する岩石およびそれに含まれる過去の生物の遺

骸等の時代関係を考究しおも熔沈澱岩生成以後の地球

の歴史を組立てる学問｡地吏学1層序学ともいう､

すなわちζの辞典では層位学を地史学の同義語と

している咀

蜜た嵩杜の同種の小辞典では層位学は次のよう随

説明慈れている曲

鰯敏挙層序学ともいプある地方の地層の順序

をたて地層の層相や地層の時代からその地方の地吏

を艦み並てる学風とく熔化石にもとづいて各地層

の対此や分類をとり扱う分野を生層位学という畠アメ

リ勿では層位学の語を飽層⑳螢成機構を研究するたい積

学絃逓い意味に用いている曲

ζの説明では層偉学1愈鋤吏を粗み立てる学問となっ�
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ておリｰ芯地史学とは区別されているようであるが

その一分野である生層位学の説萌と層位学そのものの

説明とがしっくりしたいし属律学によ?て組み並てら

れた地史を扱うのが地史学ということになると地史学

は組み立てられた結集の記載だけというつまら次い内奔

のものにな!)かねない｡

一方脈動説(洲sa色1㎝theory)で知られたG鮎鮒ヨ

AW(エ913)はその不朽の名著{{聯鮒ip1磯｡蝸繍一

t主9雌凶ブの巻頭脳柳･て｢層位学は地球の砦看の

骨組みである岩石圏(L搬㈱凶搬)の連綿たる地質陳代

を通しての発展すな朽ち地史(撒§鮒玉Ca三野010躯)の

無機的側面であ幻と定義している｡出{二に弓1周した

2つの辞典の説明とはかな1)趣きを異にするこのGrab鮒

の定義ζそ成層岩類の記載構成および分類熔関す

る地質学的科学の分科あしで¢)層位学の本来の概念宰卒

く反映している｡G曲auの脈動説については後で

くわしく述べる曲

層位学に関する近年の名著といわれるKm池ein､双｡

C.およびS1oss,LL(1963)の共著ぽ汰る“S㈱虹ゆ

hyandSed巾entati㎝"によればGrabauが上記の著

書のなかで生物の作用および生物学的要因を強調してい

ることは彼自身が自ら与えた層位学の定義を拡張した

ものでありまた.砦時すでに層位学の領域秘分類

学および記載的形態学を除く古生物学の大部分を包括す

るまでぽ拡張凄れてい花ことを示すものである､そ

ρ後も層位学はその領域を拡大し続け今膚では層

位学は自然に地史を生み出せるような形で地球科学

のぽとん渡すべての他の分野から多くの資料を簾大成

する総合科学としで考吏られることもある｡

上記述べ恕笈胴醐b幽らの指摘紘つけても思い出窓

れるのは恩師の五人浅野清博士がら頂いた厳e紗岬珪

工WおぷびB飯献呈&H｡(醐王)の典藩唱棚鋤1

Stra亡ig胴phy''の第1頁に層位学は地史の基礎で既

知のもっとも盲い岩石類の形成から文字紀よる記録の

初めに至るまでの地球の歴史に関する証拠をあり揃え

て調べるものであるという一節があることである.こ

の層位学の定義が今日でも少しも新味を失ってい放いこ

とば改めて述べる蜜でも恋いである薫｡名著という

ものはどこかにこうし花をころがあるもぎ)である由

形而上学1形繭下学の別扱くすべての科学について

共通していえるζとは滋密熾峡は個冷の分科の定

義が初めにあるのではなく定義は各分科の金体系から

帰納されるもので斯学の進歩の段階ぽ麻じで変わるも

のである･層位学も例外でないことは上に述べたこ

とらか明らかであるカミ現時点においては層位学は地

史学そのものではなくその一歩手前のところに重点を

置い荘地質学ゆ液がでとくに基礎的な分科の1つであ

ると考免ておいてよかろう.

自然科学の諸分科は例外たく初期の記載的な段階

を経て進歩1発展して書だもρ)であるが屈位学は

多くのその他の地質学の諸分科を同様に過去五世紀半

もの間はとんと記載的校段階に止蜜っていたといって

よい｡その間は出版された層位学上の力作の多くの部

分は止む恋く地殻を構成す苧莫大扱堆積岩に残され

た記録を記載1編象することに向けられている｡

欧米の地質学の先進鰯ぽおいても窮三次1!蝋大戦前

は層位学背は露頭を狙･て各種夢峨蕎の記載約職

位学ぽ従事するのが原則的で移った.蓬の状態は吟

目愁続いておリ完成塞てには恋お間湾嶋る｡という

よ1)既鋤の部分がふえれば無限の未細の領域との接

触部がふえる出篶字間の…般牒貝1｣にもれ恋くζの他1

蔀も人類が存在する限!)続くはずである.靖至次微界

大戦後について特筆すべ窪こ畿はおもな石液ゆ探鉱&

採掘の結果として記載的層位学の内容は地下の地層に

関する大量の資料が加わることによって妻もに鐙かに

なっていることである.また近年における各種の建一

設事業や防災対策のための調査1はって若い地層と

くに第四系の層位学に関する進歩にも著しいものがある.

不蔀縫してわが国の地質学界には保守的な働句淋根

強く残りており物理検層等の近代技術を駆使した成果

が専門雑誌伸専悶劃蕊ほとん淳見られない｡一方

この淡うな技獅を禺常使りてい篭添用分野の地質技師は

現場の仕事ぽ追われて基本問題に宜島扉㌣･て考爽る暇

カミないごあ抽よび所属する事業所の伝統的な考定方や

仕事の進め方を変えるのが困難なζとか祭盤當な樹料

悠恵まれながら哲学を感じさせる論文男泣の方繭から

生れるこ&は譲れである申

{出過去の棋代⑳層位学者は記載の仕事ぽ根本的ぽ没

頭していた秘機積物績関する鞍料の解釈および分析終

適用できる多くの意味深い原理を発展させた､これ蔭

の原理の多くは今驚でも有効で魅る皇しかし層位

学上のある籍展段階ぽおいて正しかりた作業仮説の海か

には新しい鞍料が現杓れ恕ため時の試練に敗れたも

のもある｡堆積物ををり扱ラ新しい技術および器具は

加えて殺到する地下の情報は昔だがらの諾概念を仔

細に再検討することを余儀なくさせた.近年層位学

者は初期の指導的原理を修正あ紬･は廃棄することにカ

を入れており時にはそれがより好ましい考え方によっ�
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て置き換えられるよリ早いこともある.しかし､最近

では新しい概念力欄発されかて沽い原理が鰯平価さ

れた結晶層位学者は増大する知識によって作られる要

求に足並みを揃えるζとが可能にか二｡た害

以上のようにK舳沁由らは近卸における腐倣学の

進歩1発展とその背最の概要はついて述べているがこ

れは彼緯が良書につけ悪しきにつけ産学協臓の進

んでいる園に住んでお12かつ彼等の則こ触れ馬い論

文に産業協同の産物ともいうべきものが少液くないこ

との反映であるう｡このよう匁傾向は何も自由枇界

に属する先進講禺に限ったことではなく共産圏に属す

る多くの團冷は粘いても同様た傾向カ婁見られ先に述

べたわが国の現状の方かむしる特異であるといわざる

を得ない.学問の挫界は多数決で割切るべきものでは

なく特異なものであっても時の試練に耐え得るもの

であればよいのである淋わが属の現状は果たしてどう

であろうか.

い一ささか批判めいたζとばかり述べたが邦人の判こ

放る辞典の刺砧層位学はついて適確汰説明を与えて

いるものもある､たとえばH杜の百科辞典を引いて

みると橿位学は次のよラに説明妻れている｡

そ脅いがく綴位学層序学ともいう土地質学

の一分科で地層の重なりの順序(層序)や前後関係を

明らかぽしその生成の時代的た位置づけをする分野自

巾賂.20世紀になってから放射能による年代測定が可

能となりをくにその後利己入ってその進歩が著しく

放射能編年学洲譲序学のなかで占める位置は重要となっ

て養た｡地殻の歴史を明らかにする花めには野外層

序学1化石層序学1放射能編年学のいずれもおろそかに

するこ&はで曹ない輻

この項の筆者は新生界とく1ζ第四系の研究に大き

た業績を挙げ最近では地質学と地球物理学の境界傾

城の研究分野で活躍しておられる人でこの説朗もさす

がである害しかしわが国の学者が層位学に専克流説

明のなかでもっとも簡単で要領を得ているのは圭嘱位

学は地典学の方法論的な側面である州とする早坂一郎博

士(島根大学名誉数授元台北大学教授売島根大学学

長)のものであろう｡

また米国で出版された地質学用語辞典ともいうべき

Ameτica三Geo]ogicalhs雌ute出版のGIossaryofGひ

｡1ogy醐dRe]娩δS曲∬c鑓茗納thS哩p工e㎜entでは

層位学は次のように説閑されている｡

綴位学1,地殻の部分としての成層岩類の形成･

組成順序および対比を扱う地質学の分科2白あ

る地蛾あるいは地方の記載的地質学のうちその地方の

諸姶石¢枢別特徴屠志順序時代および対比に

関する部分咀

こ¢)説帥)王は層位学の総括的た説明であリまた

2は某禽地方夢)層位学という場合についての説明で両

方ともおおむね適切た説明である.&くぼ敢えてこ

の2つの説鯛を与えていることは分類1整理が碍鴬で

系統立った箇条書き的肢記述か好きた米国人の長所一一

ときには短所にもなるが一をいかん汝く反映してい

るものとして興味深く感じられる｡この説明でも

層位学と地史学を同列に扱っていたいことに淫意する必

要がある.

自然科学においてもまた人文科学においてもその

諸分科は初めに定義づけられて発達したものではなく

研究の進展の過程において自然発生的ぽ分科の薙芽と

もいうべきまとまりがで蓄それぽ対して分科の名称が

つけられたものである｡つまリ命名当時のその分科

名の定義はその当時の斯学の全体の性格1内容を表わ

すものとして帰納されて生まれたものである.した

がってその分科の研究の進展に伴ってその定義をあ

る程度改窟する必要が生ずるのはむしろ普通のことで

あろう｡上に引用し淀層位学の譜定義は執筆書れ淀

時点ぽおいてそれぞれの筆者か層位学と考克ているも

のの内容から帰納されたもので撤塘に誇走ればどの

定義が正しくどの定義は間遠っているとい免る性質の

ものではない･しかし大勢として層位学を地史学

の同義語とすることは適当で恋く地質学の金体系の海

かで位置づける恋らば層位学は地史学よりも一段と基

標的かつ方法論的な側面をもつ地質学の五分科である

といってよいであろう｡ここで著者自身の層位学の定

義を述べることは避けるか著者の考麦はH杜の百科

辞典早坂博士および最後に引用したGlos鮒yof

侮曲駆狐8双曲tedSc三寒肌esの説明に近い膏そめ

こ蛮かい点については本稿を通読された上で読者各

位が自由に帰納してみて頂きたい由�
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畿正一五層倣挙の縫成翼難

物理的層位学化宥層位学

観察と組織化

層位学的籔ラム化孫繍絞挙約膿繁ム

堆積岩砦凋学背生物学

堆穣櫨鰭粒子の性質瀦艦挙

磯籟惟集成砦類の僅質イ蝸灘叙雌鷲

蟻讃物の分類生物の分類

推横作用の講過程生物学上の籍過程

分析

岩宥騒位学駒対比化局層位挙酌対比

時間層位学的単元僚城脱

機積地体構造論塩物の進化

解釈と総合

古地理学

(笈ru!nもeini963)

れていた.そのため上記のような傾向秘現在も残っ

てはいる淋今貿では一見劣カ目標が嵌ったく異恋っ

ているこれら2つの分野の間の障壁はほとんど見えな

見られるようになったが層位学について兇ると近隼

の斯学の進歩さえあまり取入れられてい汰いのはな晋で

綴位学(Phys三｡a1s触tigraphy)は分析的1識明的層位

学の物理的局面に加えて堆積作用に関係があるものを

すべて含んでいる｡漢だ化石糧位学(B玉8s腕蛤

raphy)の頭書きの下には層位学的研究に応用できる

生物学および沓生物学ヴ)多くの局繭が置かれている｡

表五一1が示しているように事実上物理的層位学¢)

構成要素はすべて化石層位学における類似の構成要素

と平行的恋対芯を示している.しかし両者の間に

は重要液相違点がある.斉一論(狙沿if破舳登山n三s皿)

の原則によれば物理的層位学の材料は長い地質時代

を通して比較的変化か少たくかつ物理1化学的過程に

一律に庶答している｡これに対して化石層位学の生

物学的素材は生物の進化の影響を受けて前進的に変

化している.

K醐狐b由らの層位学の2大分科に対する基本酌欣考

え方はおよそ上に述べたとおりでありとくに化石

層位学については改訂1補厘すべきことはほとんど見

当らないか今憧紀に入ってからの原子物理学1天体物

理学1地球物理学汰どの進歩は地質現象のなかには

斉†論を古典的な形の塞嘆で適用できないものカミ数多く

含まれていることを教えた.その実例の主要なものに

ついては後でくわしく述べるがなかでも重要なのは

地球淋膨脹していることである島その結果地球の自

転はおそく次る呈つまり沓い地質時代には現在より

岬の長さが短かく王年の同数カミ現在漢りも多かった

のである.このことは古生物学的にも証明されている.

このような再場性の恋い井可逆的液現象はほか紀もあり

そのあるもの&生物の進化とは必ずしも無縁ではないで

あろう･何となれば生物の進化は輯現性のない非可

逆的な現象の代表的たものであるからである｡Hoi醐§,

ん(1965)の鮎砕三皿｡ipk§of別拶§三｡a豆G釣脆gジ恋とに

紹介窓れている現在の知識から総合的1ζ判歓する鎧宇

宙か進化し続けているようにそのなかの王､叙である地

球の歴史も大局的に見れば再現性の扱い弗可逆的な

魏象の欠きた流れに一見再現性のある現嬢が加わった

ものと兇ることができ㌫漢だ小さな地質現象のな

かには輯現性は加えて可逆的恋ものもあるこ迷は身

近かな地質現象を少し注意してみればおのずと明らか

であるう｡

表亙一1の堆積地体構造論は{蟻搬撒鮒ヅ沈t㎝亘｡§"

の訳である･Km㎜b出らによればこれは堆積作用

と地体構造との関係を意味している.すなわち地向

斜の形成1発展&そのなかで行なわれる堆積作用との

関係杜ど添これに含まれるごとに怒る.

表ト1を見てすぐ気づくことはKru㎜beinらが層�
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くとともにこれにできるだけ近代的な

装いを与先さ塗紀堆積地体構造論や絶

対時間尺度に含めせ花各種の層位学的問

願のと!フ扱いについても著者のカの及

ぶ限り触れてみたいと思っている.以

上に茸べた著者の層位学に対する考え方

を地史に到達するまでの基本的フロシ

ｰトの形で示したのか図五一至である邑

(鍛翻凌燃料部)

姦弩欝

跳脇搬王sパ.､嚇壌,G削湿賦棚e1搬送餅

G竈01⑪幽:紬慧δ撒至駈yε置1堰G1地亘.葦駄

r晦(湊涯雄1小笠原謙ゑ訳1959地質学

の基礎;岩波欝溶)

鳳至一三煽炊学的概究の蟻木約フ買一シｰト

位学の主題となるもの坐しているもののたかには今目

地質学関連科学の独立した分科として扱われているもの

が多数含漢れているζとである｡そこで地史学の方

法論的な側面&もい克る層位学の内容としては不十分

液もの&なる淡表!一工に示されたものからすでに

強宜した分科として扱われているものを除いたものをも

って層位学の内容と考克るζともできる､そうるすと

このいわぱ狭義の層位挙の主題として残るものは層位

学的たらびに化石層位学的コラムの組立て渚石層位学

的たらびに化石層位学的対比および時間層位学的単元

の対比淀けになってしまう.地史を組立てる素核とし

てはζれだけでは不十分であって必要に応じてす

でに独立した分科に恋鶯ているものの方法論および知

識を導入しなければならない｡それらのなかでもりと

も重要たもbは堆積地体構造論であるう.

以､ヒに述べてきた層位学はいわば伝統的た古典層位

学である､この古典層位学にもりとも欠けているもの

は絶対時間尺度に合わせて紬史を組立てる方法論であ

るう｡近年における原予の壊変現象を使った鉱物の絶

対年代測定法の進歩は地質学が生まれた当時からの夢

をある程度漢で可能にした,そればかりでなく多く

の地質現象の解明に本質的な進歩をもたらした.今後

はこの方面の成案を層位学にも積極的にとり入れて

行かなければならない宮

本稿では狭議の酋鈍層位学の主題&して最後まで残

るである簑層位学的抵らびぽ化石層位学的コラムの組立

ておよび各種の層位学的単元の対比の問題に重点をお
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